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	内容：
	異文化間コミュニケーション教育において重要なのは、ステレオタイプによる短絡的な判断を避け、相手を個人として知ろうとする姿勢を持つことである。そのためには、コミュニケーションの局面において、相手の発話をいかに解釈するかという認知過程を可視化し、その多様性を他者と共有することにより、自分の固定化された価値観を問い直すことが必要である。そこで、日本人と外国人による日本語会話の映像教材を作成し、異文化間コミュニケーション教育の実践を行った。本講演では、その実践の詳細を説明し、認知過程に注目する意義を述べる。

